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(57)【要約】

【課題】アニール工程とエッチング工程とシーリング工

程との各工程の間において、水晶振動子の載せ替え作業

を行わずに済む水晶振動子加工用パレットを提供する。

【解決手段】水晶振動子加工用パレット（パレット１）

は、検査対象の水晶振動子３０の外径より小さく、検査

用の電極を挿通するのに十分な大きさを有する検査孔２

１Ａ及び水晶振動子３０を収容するのに十分な大きさを

有する収納孔２１Ｂを有する載置部２１を備える本体部

２０と、載置部２１に対応する位置に配置され、水晶振

動子３０の外径より小さく、エッチング用のイオンビー

ムを通過させるのに十分な大きさを有するエッチング孔

１１を備える蓋部１０と、を備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 検 査 対 象 の 水 晶 振 動 子 の 外 径 よ り 小 さ く 、 検 査 用 の 電 極 を 挿 通 す る の に 十 分 な 大 き さ を

有 す る 検 査 孔 及 び 前 記 水 晶 振 動 子 を 収 容 す る の に 十 分 な 大 き さ を 有 す る 収 納 孔 を 有 す る 載

置 部 を 備 え る 本 体 部 と 、

　 前 記 載 置 部 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 水 晶 振 動 子 の 外 径 よ り 小 さ く 、 エ ッ チ ン グ

用 の イ オ ン ビ ー ム を 通 過 さ せ る の に 十 分 な 大 き さ を 有 す る エ ッ チ ン グ 孔 を 備 え る 蓋 部 と 、

を 備 え る 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 載 置 部 は 、

　 前 記 本 体 部 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 複 数 個 配 置 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ

レ ッ ト 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 蓋 部 が 前 記 本 体 部 か ら 離 脱 す る こ と を 規 制 す る ロ ッ ク を さ ら に 備 え る 請 求 項 １ 又 は

請 求 項 ２ に 記 載 の 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 水 晶 振 動 子 の 加 工 工 程 に は 、 ア ニ ー ル 工 程 と 、 エ ッ チ ン グ 工 程 と 、 シ ー リ ン グ 工 程 と が

含 ま れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ア ニ ー ル 工 程 に お い て は 、 マ ウ ン タ ー に よ っ て 複 数 の 水 晶 振 動 子 を ア ニ ー ル 装 置 用 の パ

レ ッ ト に 載 せ 、 そ の 後 ア ニ ー ル 装 置 に よ っ て ア ニ ー ル 工 程 を 実 施 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 従 来 は 、 マ ウ ン タ ー に よ っ て ア ニ ー ル 装 置 用 の パ レ ッ ト に 水 晶 振 動 子 を マ ウ ン ト し 、 ア

ニ ー ル 工 程 の 後 エ ッ チ ン グ 装 置 用 の パ レ ッ ト に 水 晶 振 動 子 を 上 下 反 転 さ せ て 載 せ 替 え 、 そ

の 後 エ ッ チ ン グ 装 置 に と っ て 周 波 数 の 検 査 と エ ッ チ ン グ 工 程 と を 実 施 し て い た 。 水 晶 振 動

子 を 上 下 反 転 さ せ る の は 、 水 晶 振 動 子 の 載 置 方 向 が エ ッ チ ン グ 装 置 の エ ッ チ ン グ 用 の ビ ー

ム の 照 射 方 向 に 依 存 す る た め で あ る 。 ま た 、 シ ー リ ン グ 工 程 に お い て は 、 ア ニ ー ル 装 置 用

の パ レ ッ ト か ら さ ら に シ ー リ ン グ 装 置 用 の パ レ ッ ト に 水 晶 振 動 子 を 載 せ 換 え 、 そ の 後 シ ー

リ ン グ 装 置 に よ っ て シ ー リ ン ゴ 工 程 を 実 施 し て い た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 従 っ て 、 従 来 の 加 工 工 程 に お い て は 、 ア ニ ー ル 工 程 用 の パ レ ッ ト と 、 エ ッ チ ン グ 工 程 用

の パ レ ッ ト と 、 シ ー リ ン グ 工 程 用 の パ レ ッ ト と 、 を 用 意 し 、 水 晶 振 動 子 の 載 せ 替 え 作 業 が

２ 回 も 発 生 し て い た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ５ ６ ７ １ ２ ４ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 ア ニ ー ル 工 程 と エ ッ チ ン グ 工 程 と シ ー リ ン グ 工 程 と

の 各 工 程 の 間 に お い て 、 水 晶 振 動 子 の 載 せ 替 え 作 業 を 行 わ ず に 済 む 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ

ッ ト を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 は 、 検 査 対 象 の 水 晶 振 動 子 の 外 径 よ り 小 さ く 、 検 査 用 の 電 極 を 挿 通 す る の に 十 分

な 大 き さ を 有 す る 検 査 孔 及 び 前 記 水 晶 振 動 子 を 収 容 す る の に 十 分 な 大 き さ を 有 す る 収 納 孔

を 有 す る 載 置 部 を 備 え る 本 体 部 と 、 前 記 載 置 部 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 水 晶 振 動

子 の 外 径 よ り 小 さ く 、 エ ッ チ ン グ 用 の イ オ ン ビ ー ム を 通 過 さ せ る の に 十 分 な 大 き さ を 有 す

る エ ッ チ ン グ 孔 を 備 え る 蓋 部 と 、 を 備 え る 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト を 提 供 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ニ ー ル 工 程 と エ ッ チ ン グ 工 程 と シ ー リ ン グ 工 程 と の 各 工 程 の 間 に お

い て 、 水 晶 振 動 子 の 載 せ 替 え 作 業 を 行 わ ず に 済 む 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト を 提 供 す る こ

と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト の 分 離 状 態 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ２ 】 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト の 合 体 状 態 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 蓋 部 の 平 面 図 。

【 図 ４ 】 蓋 部 の 底 面 図 。

【 図 ５ 】 本 体 部 の 斜 視 図 。

【 図 ６ 】 載 置 部 付 近 の 本 体 部 ２ ０ の 拡 大 斜 視 図

【 図 ７ 】 ロ ッ ク を 解 除 し た 状 態 の 図 ２ に お け る 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト の Ａ － Ａ 断 面 図

。

【 図 ８ 】 ロ ッ ク し た 状 態 の 図 ２ に お け る 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト の Ａ － Ａ 断 面 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 水 晶 振 動 子 加 工 用 パ レ ッ ト （ 以 下 、 パ レ ッ ト １ と い う

。 ） を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 １ は 本 実 施 形 態 の パ レ ッ ト １ の 分 離 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は パ レ ッ ト １ の 合 体 状 態

を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 パ レ ッ ト １ は 、 本 体 部 ２ ０ と 、 蓋 部 １

０ と 、 を 備 え る 。 パ レ ッ ト １ は 、 ア ニ ー ル 装 置 、 エ ッ チ ン グ ／ 周 波 数 調 整 装 置 （ 以 下 、 エ

ッ チ ン グ 装 置 と い う 。 ） 、 及 び シ ー リ ン グ 装 置 に 対 し て 共 通 に 使 用 で き る 形 状 お よ び 大 き

さ を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 体 部 ２ ０ は 平 面 視 が ほ ぼ 矩 形 の 板 状 を な す 。 本 体 部 ２ ０ は 、 後 述 す る 水 晶 振 動 子 ３ ０

を 載 置 す る た め の 載 置 部 ２ １ を 平 面 部 分 に 複 数 個 備 え る 。 載 置 部 ２ １ は 、 省 ス ペ ー ス の 点

、 並 び に 、 作 業 効 率 、 作 業 精 度 等 の 点 か ら マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 体 部 ２ ０ は さ ら に 、 ロ ッ ク 孔 ２ ２ を 複 数 個 所 に 備 え る 。 ロ ッ ク 孔 ２ ２ は 、 本 体 部 の 縁

の 部 分 に 設 け る こ と が 、 操 作 性 の 点 か ら 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 蓋 部 １ ０ は 、 平 面 視 が 本 体 部 の 平 面 視 の 形 状 と 略 同 じ 形 状 を な す 。 蓋 部 １ ０ は さ ら に 、

本 体 部 ２ ０ と 合 体 さ せ た 場 合 に 、 各 載 置 部 ２ １ に 対 応 す る 位 置 に そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 孔 １

１ を 備 え る 。 本 体 部 ２ ０ に 載 置 部 ２ １ が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 場 合 、 蓋 部 １ ０ の エ

ッ チ ン グ 孔 １ １ も マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 蓋 部 １ ０ は 、 本 体 部 ２ ０ と 合 体 さ せ た 場 合 に 、 各 ロ ッ ク 孔 ２ ２ に 対 応 す る 位 置 に そ れ ぞ

れ ロ ッ ク １ ２ を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ３ は 蓋 部 １ ０ の 平 面 図 、 図 ４ は 蓋 部 １ ０ の 底 面 図 で あ る 。 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に

、 蓋 部 １ ０ は 、 第 １ プ レ ー ト １ ０ Ａ と 、 第 １ プ レ ー ト １ ０ Ａ の 上 に 配 置 さ れ る 第 ２ プ レ ー

ト １ ０ Ｂ と 、 を 備 え る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】

　 第 １ プ レ ー ト １ ０ Ａ は 、 矩 形 の エ ッ チ ン グ 孔 １ １ を マ ト リ ッ ク ス 状 に 備 え る 。 エ ッ チ ン

グ 孔 １ １ は 加 工 対 象 の 水 晶 振 動 子 ３ ０ の 外 径 よ り 小 さ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 第 ２ プ レ ー ト １ ０ Ｂ は 、 エ ッ チ ン グ 孔 １ １ に 対 応 す る 位 置 に 、 エ ッ チ ン グ 孔 よ り も 外 径

が 大 き い 係 合 孔 １ １ Ａ を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 エ ッ チ ン グ 孔 １ １ は エ ッ チ ン グ 用 の イ オ ン ビ ー ム が 通 過 す る 孔 で あ り 、 係 合 孔 １ １ Ａ は

イ オ ン ビ ー ム を 放 出 す る ビ ー ム ノ ズ ル が 嵌 ま り 込 む 孔 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ロ ッ ク １ ２ は 底 面 側 に 舌 部 １ ２ Ｃ を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 蓋 部 １ ０ は 、 各 ロ ッ ク 孔 ２ ２ に 対 応 す る 位 置 に ロ ッ ク 挿 通 孔 １ ２ Ａ を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ５ は 、 本 体 部 ２ ０ の 斜 視 図 、 図 ６ は 載 置 部 ２ １ 付 近 の 本 体 部 ２ ０ の 拡 大 斜 視 図 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 体 部 ２ ０ は 、 複 数 の プ レ ー ト を 有 す る 。 最 下 層 の プ レ ー

ト は 、 載 置 部 ２ １ に 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ 二 つ の 検 査 孔 ２ １ Ａ を 備 え る 。 検 査 孔 ２ １

Ａ の 外 径 は 検 査 対 象 の 水 晶 振 動 子 ３ ０ の 外 径 よ り 小 さ く 、 検 査 用 の 電 極 を 挿 通 す る の に 十

分 な 大 き さ の 外 径 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 最 下 層 の プ レ ー ト に 積 層 さ れ る 複 数 の プ レ ー ト は 、 検 査 対 象 の 水 晶 振 動 子 ３ ０ を 収 納 す

る の に 十 分 な 大 き さ を 備 え る 収 納 孔 ２ １ Ｂ を 、 載 置 部 ２ １ に 対 応 す る 位 置 に 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ７ は ロ ッ ク を 解 除 し た 状 態 の 図 ２ に お け る パ レ ッ ト １ の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ８ は ロ ッ ク

し た 状 態 の 図 ２ に お け る パ レ ッ ト １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク １ ２ は 蓋 部 １ ０ と ロ ッ ク １ ２ と を 離 間 す る 方 向 に 付

勢 す る 板 バ ネ １ ２ Ｄ を ロ ッ ク １ ２ の 裏 面 側 に 有 す る 。 ま た 、 ロ ッ ク １ ２ は ロ ッ ク １ ２ の 裏

面 側 に ロ ッ ク １ ２ の 幅 よ り も 幅 が 狭 く 、 パ レ ッ ト １ の 厚 さ よ り 高 さ が 長 い 柱 部 １ ２ Ｂ と 、

柱 部 １ ２ Ｂ の 端 部 に 配 置 さ れ る 舌 部 １ ２ Ｃ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 舌 部 １ ２ Ｃ の 外 径 は 、 ロ ッ ク 孔 ２ ２ 及 び ロ ッ ク 挿 通 孔 １ ２ Ａ の 外 径 よ り も 小 さ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 従 っ て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク １ ２ が 外 れ た 状 態 に お い て 本 体 部 ２ ０ に 蓋 部 １ ０ を

合 体 さ せ る と 、 舌 部 １ ２ Ｃ は ロ ッ ク 孔 ２ ２ を 通 っ て パ レ ッ ト １ の 裏 面 に 突 出 す る 。 こ の 状

態 に お い て 、 ロ ッ ク １ ２ を 矢 印 の 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 図 ８ の 状 態 に な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ８ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク １ ２ を 閉 じ た 状 態 に お い て は 、 舌 部 １ ２ Ｃ が パ レ ッ ト １ の 底

部 に 被 さ り 、 蓋 部 １ ０ が 本 体 部 ２ ０ か ら 離 脱 す る こ と を 規 制 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 次 に 、 パ レ ッ ト １ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま ず 、 蓋 部 １ ０ を 本 体 部 ２ ０ か ら 外 し 、 本 体 部 ２ ０ に マ ウ ン タ ー に よ っ て 載 置 部 ２ １ に

加 工 対 象 の 水 晶 振 動 子 ３ ０ を 一 つ ず つ 載 置 す る 。 載 置 部 ２ １ は 検 査 孔 ２ １ Ａ が 水 晶 振 動 子

３ ０ よ り も 外 径 が 小 さ い た め 、 水 晶 振 動 子 ３ ０ を 載 置 部 ２ １ に 載 置 し て も 下 方 に 落 下 し な

い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に 、 蓋 部 １ ０ を 本 体 部 ２ ０ に 装 着 せ ず に 、 ア ニ ー ル 装 置 に パ レ ッ ト １ を 装 着 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の 状 態 に お い て 、 ア ニ ー ル 工 程 、 つ ま り 加 熱 し て 焼 き な ま し を 行 う 工 程 を 実 施 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 次 に 、 蓋 部 １ ０ を 本 体 部 ２ ０ に 装 着 し 、 ロ ッ ク １ ２ を 閉 じ る 。 そ し て 、 パ レ ッ ト １ の 上

下 を 反 転 さ せ 、 本 体 部 ２ ０ を 上 に 、 蓋 部 １ ０ を 下 に す る 。 こ の よ う に し て も 、 エ ッ チ ン グ

孔 １ １ は 外 径 が 水 晶 振 動 子 ３ ０ の 外 径 よ り 小 さ い た め 、 水 晶 振 動 子 ３ ０ は 落 下 し な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ の 状 態 の パ レ ッ ト １ を エ ッ チ ン グ 装 置 に 装 着 し 、 周 波 数 検 査 と エ ッ チ ン グ に よ る 周 波

数 の 適 正 化 を 行 う 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 最 後 に 、 再 度 パ レ ッ ト １ の 上 下 を 反 転 さ せ 、 本 体 部 ２ ０ を 下 に 、 蓋 部 １ ０ を 上 に す る 。

そ し て 、 ロ ッ ク １ ２ を 開 け 、 パ レ ッ ト １ か ら 蓋 部 １ ０ を 取 り 除 く 。 そ の 後 、 水 晶 振 動 子 ３

０ を 載 せ た ま ま シ ー リ ン グ 装 置 に パ レ ッ ト １ を 装 着 し 、 シ ー リ ン グ 工 程 を 実 施 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 実 施 形 態 の パ レ ッ ト １ は 、 検 査 対 象 の 水 晶 振 動 子 ３ ０ の 外 径 よ り

小 さ く 、 検 査 用 の 電 極 を 挿 通 す る の に 十 分 な 大 き さ を 有 す る 検 査 孔 ２ １ Ａ 及 び 水 晶 振 動 子

３ ０ を 収 容 す る の に 十 分 な 大 き さ を 有 す る 収 納 孔 ２ １ Ｂ を 有 す る 載 置 部 ２ １ を 備 え る 本 体

部 ２ ０ と 、 載 置 部 ２ １ に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 水 晶 振 動 子 ３ ０ の 外 径 よ り 小 さ く 、 エ

ッ チ ン グ 用 の イ オ ン ビ ー ム を 通 過 さ せ る の に 十 分 な 大 き さ を 有 す る エ ッ チ ン グ 孔 １ １ を 備

え る 蓋 部 １ ０ と 、 を 備 え る 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 の パ レ ッ ト １ は 、 ア ニ ー ル 装 置 、 エ ッ チ

ン グ 装 置 、 及 び シ ー リ ン グ 装 置 に 対 し て 共 通 に 使 用 で き る 形 状 お よ び 大 き さ を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 従 っ て 、 本 発 明 の パ レ ッ ト １ は 、 マ ウ ン タ ー に よ る 水 晶 振 動 子 ３ ０ の パ レ ッ ト 1へ の マ

ウ ン テ ィ ン グ 工 程 を は じ め と し 、 ア ニ ー ル 工 程 か ら エ ッ チ ン グ 工 程 を 経 て シ ー リ ン グ 工 程

に 至 る 過 程 に お い て 、 パ レ ッ ト １ を 裏 返 し た り 蓋 部 １ ０ を 着 脱 し た り す る だ け で よ く 、 水

晶 振 動 子 ３ ０ の 載 せ 替 え 作 業 を 行 わ ず に 済 む と い う 効 果 が あ る 。 ま た 、 従 来 ア ニ ー ル 工 程

、 エ ッ チ ン グ 工 程 、 及 び シ ー リ ン グ 工 程 に お い て そ れ ぞ れ 専 用 の パ レ ッ ト を 使 用 す る 必 要

が あ っ た が 、 本 発 明 の パ レ ッ ト １ に よ れ ば 一 つ の パ レ ッ ト に よ っ て マ ウ ン テ ィ ン グ 工 程 と

ア ニ ー ル 工 程 と エ ッ チ ン グ 工 程 と シ ー リ ン グ 工 程 と を 実 施 す る こ と が 可 能 と な る と い う 効

果 が あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

１ 　 パ レ ッ ト

１ ０ 　 蓋 部

１ ０ Ａ 　 第 １ プ レ ー ト

１ ０ Ｂ 　 第 ２ プ レ ー ト

１ １ 　 エ ッ チ ン グ 孔

１ １ Ａ 　 係 合 孔

１ ２ 　 ロ ッ ク

１ ２ Ａ 　 ロ ッ ク 挿 通 孔

１ ２ Ｂ 　 柱 部

１ ２ Ｃ 　 舌 部

１ ２ Ｄ 　 板 バ ネ

２ ０ 　 本 体 部

２ １ 　 載 置 部

２ １ Ａ 　 検 査 孔

２ １ Ｂ 　 収 納 孔

２ ２ 　 ロ ッ ク 孔

３ ０ 　 水 晶 振 動 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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